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講
演
会
レ
ポ
ー
ト
② 

 

「
池
袋
学
」
運
営
事
務
局 

 

 

東
京
芸
術
劇
場
と
立
教
大
学
が
連
携
し
て
、
二
〇

一
四
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
公
開
講
座
「
池
袋
学
」

の
二
回
目
、
元
講
談
社
編
集
者
の
丸
山
昭
氏
に
よ
る

「
ト
キ
ワ
荘
の
時
代
～
『
漫
画
』
か
ら
『
マ
ン
ガ
』

へ
～
」
を
聴
講
し
ま
し
た
。
会
場
の
東
京
芸
術
劇
場

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
客
席
正
面
に
巨
大

な
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
、
ト
キ
ワ
荘
の
室
内
の

様
子
や
ふ
す
ま
に
描
か
れ
た
住
人
達
の
寄
せ
描
き

な
ど
当
時
の
写
真
が
大
写
し
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

ト
キ
ワ
荘
は
、
豊
島
区
椎
名
町
五
丁
目
二
二
五
三

番
地
（
完
成
当
時
の
住
所
）
に
あ
っ
た
木
造
二
階
建
て

の
ア
パ
ー
ト
で
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
）
か

ら
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
）
ま
で
の
間
、
数
多

く
の
漫
画
家
を
輩
出
し
ま
し
た
。 

漫
画
家
は
手
塚
治
虫
を
筆
頭
に
、
寺
田
ヒ
ロ
オ
、

藤
子
不
二
雄
（
藤
子
不
二
雄
Ⓐ
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
）
、

鈴
木
伸
一
、
つ
の
だ
じ
ろ
う
、
石
ノ
森
章
太
郎
、
赤

塚
不
二
夫
、
園
山
俊
二
…
…
ら
日
本
の
マ
ン
ガ
文
化

を
代
表
す
る
顔
ぶ
れ
で
、
現
在
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

の
先
駆
け
、
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
人
た
ち
で
す
。 

講
師
の
丸
山
昭
氏
は
、
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十 

八
）
に
講
談
社
に
入
社
し
、
『
少
年
倶
楽
部
』
や
『
少

女
ク
ラ
ブ
』
を
担
当
し
た
こ
と
か
ら
ト
キ
ワ
荘
に
足

し
げ
く
通
い
、
編
集
者
の
立
場
で
伝
説
の
漫
画
家
た

ち
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
個
性
が
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
語

ら
れ
、
六
十
年
前
の
若
き
漫
画
家
た
ち
の
日
常
の
様

子
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
ト
キ
ワ
荘
の
謎 

な
ぜ
、
ト
キ
ワ
荘
の
住
人
が
す
べ
て
、
一
人
残
ら

ず
有
名
に
な
っ
た
の
か
？

こ
の
答
え
は
実
に
単

純
明
快
で
す
。
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）
に
創

刊
さ
れ
た
『
漫
画
少
年
』
（
学
童
社
）
に
、
全
国
の

若
き
漫
画
家
の
卵
た
ち
が
投
稿
す
る
ペ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
才
能
が
認
め
ら
れ
雑
誌
に

連
載
が
決
ま
る
と
、
出
版
社
が
彼
ら
を
地
方
か
ら
上

京
さ
せ
、
下
宿
先
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
が
、
ト
キ

ワ
荘
だ
っ
た
の
で
す
。 

当
日
の
資
料
に
は
、
石
森
章
太
郎
＝
宮
城
、
手
塚

治
虫
＝
兵
庫
、
寺
田
ヒ
ロ
オ
＝
新
潟
、
藤
子
不
二
雄

＝
富
山
（
二
人
と
も
）
、
水
野
英
子
＝
山
口
、
よ
こ

た
と
く
お
＝
福
島
…
…
等
と
あ
り
、
全
国
か
ら
漫
画

家
の
精
鋭
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
寺
田
ヒ
ロ
オ
が
「
新
漫
画
党
」 

 

を
結
成
し
た
際
（
一
九
五
四
年
）
、
メ
ン
バ
ー
の
年

齢
は
、
総
裁
の
寺
田
ヒ
ロ
オ
＝
二
十
三
歳
、
藤
子
不

二
雄
（
Ⓐ
＝
二
十
歳
、
Ｆ
＝
二
十
一
歳
）
、
石
ノ
森
章

太
郎
＝
十
六
歳
、
赤
塚
不
二
夫
＝
十
九
歳
、
つ
の
だ

じ
ろ
う
＝
十
八
歳
、
園
山
俊
二
＝
十
九
歳
…
…
と
、

そ
の
若
さ
に
改
め
て
驚
き
ま
す
。 

余
談
と
し
て
、
こ
の
雑
誌
に
投
稿
し
て
い
た
メ
ン

バ
ー
で
、
漫
画
家
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

後
に
、
ほ
か
の
分
野
で
力
を
発
揮
し
た
人
々
と
い
う

こ
と
で
、
横
尾
忠
則
、
筒
井
康
隆
、
和
田
誠
、
篠
山

紀
信
、
黒
田
征
太
郎
、
平
井
和
正
、
眉
村
卓
ら
の
名

前
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ン
ガ
の
草
創
期
に
は
、

か
く
も
多
彩
な
才
能
が
湧
き
出
て
い
た
の
で
す
。 

 

■
「
漫
画
」
か
ら
「
マ
ン
ガ
」
へ 

今
年
の
四
月
に
京
都
精
華
大
学
の
学
長
に
漫
画

家
の
竹
宮
惠
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
い
ま
や
全

国
の
大
学
で
漫
画
を
授
業
で
取
り
上
げ
な
い
所
は

な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
丸
山
氏
は
、
「
漫
画
」

と
は
ギ
ャ
グ
や
風
刺
を
使
っ
て
他
愛
の
な
い
こ
と

で
笑
わ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
マ
ン
ガ
」
は
ユ
ー
モ
ア
の
要
素
を
持
ト
ー
リ
ー
や

情
報
を
伝
え
る
の
が
目
的
だ
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。 

「
マ
ン
ガ
」
は
、
単
に
笑
い
を
誘
う
だ
け
の
「
漫 
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画
」
を
超
え
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
力
で
悲
し
み
や
恐

怖
、
愛
情
ま
で
を
も
表
現
し
、
歴
史
や
思
想
、
人
々

の
暮
ら
し
、
経
済
…
…
ま
で
扱
う
領
域
へ
と
広
が
っ

て
ゆ
き
ま
し
た
。 

 

■
悪
書
追
放
の
時
代 

順
風
満
帆
の
よ
う
に
見
え
る
漫
画
の
歴
史
も
、
一

九
五
〇
年
代
の
半
ば
頃
に
は
、
苦
難
の
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。
「
漫
画
は
子
ど
も
の
精
神
的
発
育
を
阻
害

す
る
」
「
漫
画
は
悪
だ
」
「
漫
画
を
掲
載
し
た
図
書

は
悪
書
で
あ
り
追
放
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声
が
突
如

と
し
て
高
ま
り
、
全
国
に
広
ま
っ
た
の
で
す
。
教
育

学
者
や
児
童
文
学
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
供
を
守
る
母
親

の
会
な
ど
が
漫
画
は
け
し
か
ら
ん
と
主
張
し
、
こ
れ

に
マ
ス
コ
ミ
が
乗
り
、
政
治
家
や
行
政
、
警
察
ま
で

も
が
同
調
し
て
、
漫
画
を
「
売
ら
な
い
、
買
わ
な
い
、

読
ま
せ
な
い
」
と
い
う
不
買
運
動
に
ま
で
発
展
し
ま

し
た
。 

つ
い
に
は
小
学
校
の
校
庭
に
漫
画
を
集
め
、
火
を

か
け
て
燃
や
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ

た
そ
う
で
す
。
秦
の
始
皇
帝
の
焚
書
坑
儒
や
ナ
チ
ス

の
ヒ
ト
ラ
ー
、
魔
女
狩
り
に
も
匹
敵
す
る
愚
行
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
代
は
、
漫
画
家
と
名
乗
れ
な
い

時
代
、
親
か
ら
は
袋
叩
き
に
遭
い
、
勘
当
も
さ
れ
る 

た
め
、
大
っ
ぴ
ら
に
は
言
え
な
い
時
代
で
し
た
。 

手
塚
治
虫
も
、
子
ど
も
の
教
育
を
考
え
る
会
な
ど

に
呼
ば
れ
て
、
さ
ん
ざ
ん
吊
る
し
上
げ
ら
れ
た
そ
う

で
、
「
漫
画
の
ど
こ
が
悪
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

漫
画
だ
か
ら
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
」
と
寂
し
そ
う

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
あ
る
時
、
旧
帝
大
の
物
理
学

の
先
生
が
、
人
工
衛
星
に
人
が
乗
る
な
ど
と
い
う
よ

う
な
ば
か
げ
た
事
は
、
子
ど
も
に
見
せ
る
べ
き
で
は

な
い
、
全
く
も
っ
て
け
し
か
ら
ん
、
と
言
わ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
二
年
後
に
ソ
連
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク

が
飛
ん
だ
そ
う
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
ト
キ
ワ
荘
の
二
階
は
オ
ア

シ
ス
で
し
た
。
外
か
ら
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、

親
か
ら
は
袋
叩
き
に
さ
れ
、
揚
げ
句
は
勘
当
さ
れ
、

自
分
が
漫
画
家
だ
と
い
う
こ
と
を
、
大
っ
ぴ
ら
に
は

言
え
な
い
時
代
の
中
で
、
水
滸
伝
の
梁
山
泊
の
よ
う

に
、
漫
画
を
支
え
あ
っ
た
仲
間
が
そ
こ
に
い
た
の
で

し
た
。 


